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競技 
● 公認大会 

2010 年 

・ 第 15 回京大・京女大会 2 月 20 日 滋賀  

・ 平成 21 年度第 36 回全日本大会（主催） 5 月 4 日愛知 

（第 2回アジア選手権大会 5 月１～5日） 

 

●コントローラ研修会 

 大会の公正さ確保と質の向上を図るためには、大会コン

トローラの役割がこれまで以上に重要になってきています。

運営者にとっても、公正な大会運営を行なうために、コン

トローラと一層の連携が望まれます。コントローラおよび

運営にかかわる方々（特に競技責任者）を対象に、実践的

な内容を用意しました。奮ってご参加ください。 

 

日時： 平成２２年２月６日（土）１０時～１６時３０分 

   （受付９時３０分～） 

場所：  愛知県青年の家（岡崎市美合町並松 1-2 

TEL0564-51-2123 http://www.aichi-yh.jp/ ） 

参加資格： ①JOA コントローラ（准コントローラを含む） 

      ②准コントローラ資格認定を希望する者 

      ③ディレクタ、大会運営責任者、競技責任者

あるいはそれに順ずる者 

      ④コントローラに関心のある者 

参加料： 3000 円（資料代を含む） 

口座番号 00130-8-81573   

加入者名 オリエンテーリング大会事務局  

申込方法： 氏名、年齢、指導員資格メールまたは FAX 等

で JOA 事務局へ送付する。または郵便振替用紙の通信欄に

記入してください。 

その他： 宿泊も可能です。宿泊代、食事代は参加申込時

に、支払ってください。 

宿泊・食事代 

宿泊 1400 円 夕食 680 円 朝食 400 円 昼食 600 円 

 

●スプリントの近接コントロールに関する規則変更 

IOF のフットオリエンテーリングに関する競技規則が変更

になりました。これにあわせ、日本オリエンテーリング協

会の規則も変更しました。 

 

【旧】 16.4 コントロールは 30ｍ以内に近接して設置す

べきでない。さらに特徴物が同じコントロールは 60m 以内

に近接すべきでない。 

 

【新】 16.4 コントロールは 30ｍ以内（スプリント競技

では 15ｍ以内）に近接して設置すべきでない。さらに特徴

物が同じコントロールは 60m 以内（スプリント競技では 30

ｍ以内）に近接すべきでない。 

 

●「ふるさと登録制度」試行継続 

21 年度実施したふるさと登録制度は 10 名の申請があり、5

名がふるさと出場をしており、効果が見られましたので、

22 年度の試行を継続します。 

 

普及 
●平成 21 年度普及方法研修会 

12 月に４回の研修会を全国各地で開催しました。 

21 年度最後の研修会を東海地区で開催しますので、ご参

加ください 

<日時>平成 22 年２月 7日（日） 午前 9時 30 分～16 時 

<会場>愛知青年の家（愛知県岡崎市） 名鉄本線「美合」

駅から徒歩 10 分 

<主な内容> 

普及の現状と将来像：出席者全員で普及の問題点を考え、

将来像を描くことから始めます。 

子どもやアウトドアスポーツ愛好者、登山愛好家向けに各

種普及方法や常設コースの利用拡大を図る方法を紹介する

とともに、様々な普及事例について情報交換を行ないます。 

<特典>本研修会は指導員（ディレクター）の更新に必要な

義務研修にカウントされます。 受講者には修了証をお渡し

します。  

<参加費・申込方法>参加費 3000 円（ただし指導員資格を持

つ方、または日本オリエンテーリング協会に競技者登録し

ている方は 2000 円。（資料代を含む）  

以下の郵便振替口座へ入金してください。  

口座番号 00130-8-81573   

加入者名 オリエンテーリング大会事務局  

申込方法 氏名、年齢、指導員資格 or 競技者登録の有無（登

録番号）、連絡先（メール・電話番号）、希望会場をメー

ルまたは FAX 等で JOA 事務局へ。または郵便振替用紙の通

信欄に記入してください。 

 

●常設コース 

コースの休止、廃止 

① 不動寺コース（石川県） 近辺の環境変化が著しく、

常設コースとして利用が困難になったため 12月 1日で

廃止しました。 

② 野上・岩根コース（埼玉県） 岩根コースを 11 月 30

日で廃止しました。野上コースのみ、コースの一部を

変更し、地図をネットプリントに移行し再開します（再

開時期は別途案内） 

③ 円良湖 AB コース AB コースを一本化し、ネットプリン

トに移行いたします。 

④ 竹沢コース 小川げんきプラザにミニコントロールを

設置し、新地図に変えましたのを踏まえ、竹沢駅発の

コースを 11 月 30 日で廃止しました。 

⑤ 川越 AB コース 11 月 30 日で廃止します。 

コース内工事 

（社）日本オリエンテーリング協会 
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① 新城設楽が原コース（愛知） コース周辺で新東名高

速道路の工事を行なっています。ただしコースを回ること

に支障はありません。 

 

強化 
強化委員長 鹿島田浩二 

●２０１０年度 JOA 強化指定選手について 

2010 年度の JOA 強化指定選手を、指定基準に従い審査の結

果、以下のとおり決定しましたのでお知らせします。 

Ａ強化指定選手（8名） 

 （男子）加藤弘之、西尾信寛、藤沼崇、松澤俊行 

 （女子）朴峠周子、加納尚子、渡辺円香、関谷麻里絵 

Ｂ強化指定選手（12 名） 

 （男子）櫻本信一郎、池陽平、小林遼、山口大助、柳下 

大、小山温史、松井健哉、小泉成行、林城仁 

 （女子）番場洋子、皆川美紀子、稲葉茜 

指定期間：指定変更の無い限り平成 22 年 10 月 10 日まで 

 

●ＷＯＣ２０１０の日本代表選手の選考方法について 

  決定次第、強化委員会ＨＰ等でお知らせします。 

 

●スタッフ及びサポーターの募集について 

次のスタッフ及びサポーターを募集しています。応募方

法、内容等詳細は前号を参照ください。 

1)スタッフ（１０種） 

男子コーチ、女子コーチ、フィジカルコーチ、メディ

カルコーチ、ジュニアコーチ、広報・宣伝担当（内部）、

広報・宣伝担当（外部）、スポンサー・助成金担当、保険

担当、ウエア管理担当、海外情報収集担当  

2)サポーター（１０名程度） 

合宿時の手伝いをしていただきます。数名のメンバー

で地図、宿などの手配や当日の設置、撤収、会計業務な

どを行ないます。個人のご希望により１回のお手伝いで

も OK です。合宿中には手の空いている時は、選手とメニ

ューを共有して走っていただくことも可能です。 

また、個人でのサポートだけでなく、地域クラブとし

てのサポートも歓迎します。 

日本オリエンテーリング協会 強化委員会 ホームページ 

http://www.orienteering.or.jp/NT/ 

 

地図    
●Ｊ（Ｉ）ＳＳＯＭで作成された地図によるオリエンテー

リング競技ルールについて 

 

スプリントＯに用いられるＯ－ＭＡＰはＩＯＦが制定した

地図図式規程であるＩＳＳＯＭあるいは（社）日本オリエ

ンテーリング協会がＩＳＳＯＭをわが国の自然・社会規範

に適合させた規程であるＪＳＳＯＭによって作成されます。

スプリントＯは競技時間が短く、高速で移動する競技であ

り、競技者が迅速に読図とルート判断ができるように、さ

らに競技者が安全情報として障壁や通行不能あるいは危険

な特徴物について容易に判読できるように、Ｊ（Ｉ）ＳＳ

ＯＭには太線や濃色で強調された通過不能な記号、安全に

関する記号が設定されています。さらにスプリントＯは競

技の特性上、市街地・公園・近郊の林野あるいはこれらの

複合する地域が使用されますが、構築物や耕作地などの損

壊を避けるため、またプライバシーを保護するためにＪ

（Ｉ）ＳＳＯＭには競技者の通過を禁じる特徴物の記号も

制定されています。Ｊ（Ｉ）ＳＳＯＭには競技者通過を禁

じる特徴物の記号も制定されています。Ｊ（Ｉ）ＳＳＯＭ

では通過不能の特徴物は同時に通過禁止と定めており、こ

れらの特徴物を通過すると失格となります。 

 公正なスプリントＯ競技のためには、これらの図式の基

本的な考え方について競技運営者、コースプランナー、地

図製作者そしてなによりも競技者が十分に理解しておく必

要があります。その一助とするためＪ（Ｉ）ＳＳＯＭの通

過に関する記号を下記に取りまとめました。 

 Ｊ（Ｉ）ＳＳＯＭでは、例示したコントロールのような

場合、コントロールフラッグを囲む通過不能（通過禁止）

とされた植え込みやフェンスに、地図に表されていない踏

み跡、フェンスの穴や隙間などが実際にあったとしても、

あるいは植え込みなどでは、通過できてしまえるような場

合も、そのような部分を通過して競技することは規則違反

であり、地図から判読できる通過部分だけが、競技上通過

してもよいルートとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、コースプランナーや競技運営者としては、このよ

うな場所にはテープによる通過禁止の現地表示や施錠・封

鎖などによって、競技者が地図から判読できない通過部分

を通ることを禁じる措置を現地に行なわなければならない

と規則によって定められています。Ｊ（Ｉ）ＳＳＯＭの競

技ルールについて皆様の再確認をお願いいたします。 

 

 

 

 

通行禁止記号 

 


